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東岩手火山の過去1,000年間の噴出物

Volcanic products from Iwate volcano during latest thousand years
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東岩手火山は過去1 , 0 0 0年間に4回マグマ噴火したことが判明した．噴出物は下位より尻志田スコリア（再定義；
S S），大川開拓スコリア（仮称；O S），刈屋スコリア（K S）および焼走り溶岩（Y B L）である．従来の尻志田スコ
リアは，下部と上部でK２O - S i O 2が異なり間に薄い黒色土があることから上部をO Sとして独立させた．O SとK Sは
化学組成が類似するが，O S上部の一本木原岩屑なだれ堆積物中の木片５個の１４Ｃ測定年代はK Sと異なり別の時
期の噴火堆積物である．ただし，両者間の土壌は未発達で噴火間隙は小さい．K Sの噴火経過とY B Lの噴火，割れ
目の位置によるマグマ組成の相違を議論する．３回の山頂噴火にマグマ混合の証拠がある．

東岩手火山は約６千年前に山体崩壊（平笠岩屑なだれ）して馬蹄型カルデラを生じた．その中に生成した薬師
岳火山は山頂と，少なくとも２回は山腹から，多数の溶岩を流出して成長したが，降下火砕堆積物に介在する黒
土層により，厚い降下火砕物が堆積していない間隙（休止期）が認定される．そして黒土層の間に４回の活動期
が区別される（土井, 1 9 9 8）．薬師岳火山は第３活動期（4 , 2 0 0～3 , 6 0 0 y . B . P .）のあと，約３千年間の休止期（土井ほ
か,1986）を経て，十和田ａ火山灰（915年）の降灰のあと第４活動期に入り，現在に至っている．

第４活動期の約千年間の噴火は，３回の山頂噴火（スコリアの噴出と山体崩壊）と１回の側噴火（焼走り溶
岩の噴出）がある．噴出物は下位より尻志田スコリア，刈屋スコリアと焼走り溶岩である．従来，尻志田スコリ
アとして区別されたスコリア層は，北東麓の西根町国際交流村付近から東麓の滝沢村一本木大川開拓付近では，
薄い黒色土を挟んで下部と上部のスコリア層からなり，K２O量は下部のスコリアで多く上部とは別のトレンド上
にのることから，これらのスコリア層は別の噴火堆積物と判断される．そこで下部を尻志田スコリアと再定義し，
上部を大川開拓スコリアと仮称する．

大川開拓スコリアの化学組成は，刈屋スコリアと類似し，K２Oでも同一トレンド上にのるが（ともにソレア
イト系列），大川開拓スコリアの上位にある一本木原岩屑なだれ堆積物中の木片５個の１４Ｃ年代測定値は，4 1 0
～7 1 0 y . B . P .で5 8 0～6 0 0 y . B . P .に集中し，補正年代では4 2 0～6 6 0 y . B . P .で5 3 0～5 6 0 y . B . P .に集中する．これは刈屋スコ
リアの測定値3 4 0±7 0 y . B . P .（浦辺, 1 9 7 5）とは異なることから，一本木原岩屑なだれ堆積物と刈屋スコリアは別の
噴火堆積物と判断される．ただし，岩屑なだれ堆積物と刈屋スコリアの間には岩屑なだれ堆積物の表層部やその
窪みにおいても土壌の発達が軽微であることから，両者の時間間隙は大きくないと推定される．

一方，一本木原岩屑なだれ堆積物は大川開拓スコリアを削剥して堆積している．そのため両層間に風化土壌
が存在するかどうか確認することは難しいが，観察された限り風化土壌は存在しない．また，岩屑なだれ堆積物
に取り込まれ堆積物の原形をほぼ保っている大川開拓スコリアでもその上部に明瞭な風化土壌は確認されていな
い．したがって，大川開拓スコリアと一本木原岩屑なだれ堆積物の間の時間間隙は小さい可能性がある．

刈屋スコリア（1 6 8 6 - 8 7 ?年噴火）の堆積物量は0 . 0 8 5 k m３である．層序およびfall unitの対比と分布図にもとづ
く粉砕度と拡散度の検討から，噴火様式の変化を検討中である．刈屋スコリアの噴火の経緯は（マグマ）水蒸気
噴火による火砕サージ→水蒸気プリニー式噴火→噴火最盛期はサブプリニー式噴火に近いブルカノ式噴火→複数
回のブルカノ式噴火（火口周辺に火山弾放出）→（マグマ）水蒸気噴火，と推定される．最後の（マグマ）水蒸
気噴火でも火砕サージが生じた．また，噴火の初期から火山泥流が発生した．なお，山頂の３回のスコリア噴火
ではいずれもマグマ混合の証拠がある．

焼走り溶岩（1 7 3 2年噴火）は長さ約7 0 0 mの噴火割れ目に生じた５個の側火口から小スコリア丘を形成しつつ
流出した．溶岩総量は0 . 0 0 6 4 k m３以上で，溶岩は各火口から噴出したが，最高位の第１火口から大部分の溶岩が
流出し，最低位の第５火口で最少である．各火口から噴出した溶岩を流下方向に採取し，スコリア丘のスコリア
とともに化学分析した．その結果，溶岩およびスコリアは，S i O２が5 2 . 7～5 3 . 9 w t %で比較的均質（カルクアルカリ
系列）であるが，噴火割れ目両端の第１火口と第５火口でSiO２が高く，第２，第３火口で低い傾向が認められる．
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